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『
穢
積
金
剛
説
神
通
大
満
陀
羅
尼
法
術
霊
要
門
』
の
受
容
と
変
容

―
―
日
本
古
写
経
本
の
発
見
と
そ
の
意
義

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
所
員　
　

池　

麗
梅

　
　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　

東
ア
ジ
ア
仏
教
（
１
）に
と
っ
て
、漢
訳
仏
典
は
そ
の
思
想
文
化
の
源
流
で
あ
り
、常
に
思
想
、信
仰
上
の
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
続
け
て
き
た
、

い
わ
ば
根
幹
で
あ
る
。
し
か
し
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
の
領
域
に
お
い
て
は
、
漢
訳
仏
典
の
研
究
は
極
め
て
難
し
い
分
野
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
漢
訳
仏
典
は
「
イ
ン
ド
文
化
圏
に
生
ま
れ
育
っ
た
仏
典
が
、
い
わ
ば
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
（
２
）」 

と
言
わ
れ
、
そ

の
研
究
を
進
め
る
過
程
に
は
、
複
雑
な
構
造
を
も
つ
漢
文
と
随
所
に
現
れ
る
難
解
な
教
理
用
語
を
読
み
解
く
と
い
う
困
難
を
乗
り
越
え
て

か
ら
も
、
さ
ら
に
仏
教
の
経
典
が
東
ア
ジ
ア
で
受
容
さ
れ
る
中
で
蒙
っ
た
変
容
や
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
付
加
さ
れ
た
仏
教
文
化
思
想
の

諸
様
相
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
大
き
な
課
題
と
し
て
待
ち
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

特
に
、
仏
典
は
伝
承
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
変
容
を
遂
げ
て
い
く
、
と
い
う
事
実
は
、
漢
訳
仏
典
の
研
究
に
独
特
の
難
し
さ
を

も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
聖
典
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
新
た
な
要
素
や
内
容
を
そ
の
中
に
加
え
た
り
、
逆

に
望
ま
し
く
な
い
部
分
を
そ
こ
か
ら
欠
落
さ
せ
た
り
す
る
ほ
ど
の
強
い
意
志
と
勇
気
を
、
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
者
は
具
え
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
仏
典
と
い
う
表
現
形
式
を
借
り
て
、
仏
教
教
理
に
中
国
や
日
本
的
要
素
を
盛
り
合
わ
せ
た
新
た
な
経
典
―

―
疑
経
（
或
い
は
偽
経
）
類
が
大
量
に
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、何
よ
り
も
そ
れ
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
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と
り
わ
け
漢
訳
仏
典
の
研
究
に
お
い
て
は
、
テ
ク
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
基
礎
作
業
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

通
常
、
一
つ
の
漢
訳
仏
典
は
複
数
の
経
典
集
成
（
大
蔵
経
、
仏
教
叢
書
な
ど
）
に
繰
り
返
し
収
録
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
現
在
、
仏
教

研
究
者
の
間
で
最
も
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
、『
大
正
蔵
』
と
略
称
）
を
は
じ
め
と
す
る
刊
本
大
蔵
経

の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
経
典
集
成
は
い
ず
れ
も
権
威
あ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
成
立
年
代
は
ど
れ
も
み
な
十
世
紀

以
前
に
は
遡
れ
な
い
た
め
、
そ
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
す
で
に
何
ら
か
の
変
容
を
遂
げ
た
後
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
払

拭
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
の
資
料
と
し
て
基
本
と
は
な
る
が
、
一
方
で
は
し
ば
し
ば
限
界
を
感

じ
さ
せ
る
点
が
あ
り
、
無
条
件
に
信
用
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
こ
で
研
究
者
の
注
目
を
集
め
る
の
が
敦
煌
写
本
や
日
本
古
写
本
な
ど
、
仏

典
の
よ
り
古
い
形
を
留
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
テ
キ
ス
ト
の
存
在
な
の
で
あ
る
。
仏
典
研
究
の
分
野
に
関
し
て
言
え
ば
、
敦
煌
写
本
は
特

に
蔵
外
文
献
つ
ま
り
歴
代
の
大
蔵
経
に
は
収
録
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
典
籍
の
テ
キ
ス
ト
を
温
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
一

方
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
転
写
さ
れ
た
日
本
古
写
経
本
の
多
く
は
歴
代
の
大
蔵
経
に
収
録
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
大

蔵
経
所
収
の
テ
キ
ス
ト
と
は
相
違
す
る
内
容
が
散
見
さ
れ
る
例
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
蔵
内
仏
典
の
研
究
を
大

幅
に
推
し
進
め
る
力
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
日
本
で
は
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
を
中
心
に
、
奈
良
・
平
安
時
代
古
写
一
切
経
の
調
査
研
究
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
お
り
、
国

内
海
外
に
向
け
て
続
々
と
発
信
さ
れ
る
成
果
は
国
際
学
界
の
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
成
果
は
い
ず
れ
も
、
従
来
の
漢
訳
仏
典

研
究
の
方
法
に
関
わ
る
問
題
、
す
な
わ
ち
、
刊
本
テ
キ
ス
ト
を
過
信
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日

本
古
写
経
本
の
発
見
と
活
用
に
よ
っ
て
漢
訳
経
典
を
よ
り
厳
密
に
校
訂
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
そ
の
校
訂
作
業
を
通
し
て
テ
キ
ス
ト
内

容
の
歴
史
的
変
遷
過
程
が
更
に
正
確
に
把
握
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
経
典
の
受
容
と
変
容
の
あ
り
か
た
を
よ
り
柔
軟
に
理
解
す
る
可
能
性
を
広
げ
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の

よ
う
な
研
究
方
法
の
妥
当
性
と
可
能
性
を
具
体
的
に
提
示
す
べ
く
、
本
論
文
で
は
、
穢
積
金
剛
関
係
の
漢
訳
仏
典
を
取
り
上
げ
、
先
ず
は
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同
経
典
の
諸
伝
本
を
紹
介
し
た
上
で
、
そ
の
刊
本
テ
キ
ス
ト
の
系
譜
と
内
容
に
含
ま
れ
る
問
題
点
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
同
経
典
の
敦
煌
本

お
よ
び
日
本
古
写
経
本
に
基
づ
い
て
同
経
典
の
変
容
過
程
の
解
明
を
試
み
た
い
。

　
　
　
　
二
、
穢
積
金
剛
関
係
の
漢
訳
仏
典
の
概
観
と
そ
の
問
題
点

　

穢
積
金
剛
と
は
、
烏う

す

さ

ま

枢
沙
摩
（U

cchuSm
a, M

alapādavajra. 

烏う

す

し

ま

枢
瑟
摩
な
ど
と
も
書
く
）
明
王
の
別
号
で
あ
る
。
こ
の
明
王
の
漢
訳

名
は
経
典
に
よ
っ
て
種
々
多
様
で
あ
る
が
、
慧
琳
の
『
一
切
経
音
義
』（『
大
正
蔵
』
巻
五
四
）
巻
三
六
は
「
除
穢
忿
怒
尊
」
に
対
す
る
解

釈
の
中
で
、「
旧
訳
で
は
不
浄
金
剛
あ
る
い
は
穢
跡
金
剛
と
も
い
う
が
、
い
ず
れ
も
拙
い
訳
し
方
で
、
正
し
い
ど
こ
ろ
か
聖
者
を
侮
辱
す

る
も
同
然
で
あ
り
、
実
際
の
意
味
は
そ
う
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
火
頭
金
剛
と
い
う
の
も
正
し
い
訳
し
方
で
は
な
い
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

で
は
烏
蒭
澀
摩
と
い
い
、
意
訳
す
れ
ば
焚
焼
穢
悪
（
汚
穢
と
邪
悪
を
焼
き
払
う
）
と
な
る
。
こ
の
尊
者
は
、
深
く
清
浄
な
大
悲
に
基
づ
い

て
穢
れ
を
避
け
ず
、
悪
（
魔
）
を
伏
滅
す
る
偉
大
な
力
を
も
つ
光
に
よ
っ
て
衆
生
を
救
い
護
っ
て
下
さ
る
が
、
そ
れ
は
ま
る
で
猛
し
い
火

で
煩
悩
、
誤
っ
た
見
解
、
汚
れ
と
清
浄
・
生
成
と
消
滅
と
を
分
別
す
る
心
を
焼
き
除
く
か
の
よ
う
で
あ
る
た
め
に
除
穢
と
い
う
。
さ
ら
に
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
摩
賀
麼
羅
と
い
い
、
中
国
語
で
は
大
力
と
い
う
。［
こ
の
尊
者
は
］
偉
大
な
慈
悲
の
力
を
駆
使
し
、
熾
烈
な
焚
火

が
焼
き
払
う
よ
う
に
汚
穢
と
邪
悪
に
ま
み
れ
た
生
死
を
招
く
業
を
滅
ぼ
す
た
め
に
大
力
と
名
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
３
）」 （
五
四
五
頁
下
段

二
二
～
二
四
行
）
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
密
教
大
辞
典
』
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
慧
琳
が
言
う
除
穢
や
焚
焼
穢
悪
も
意
訳
で
あ
っ

て
適
訳
で
は
な
く
、
烏
枢
沙
摩
と
は
正
し
く
は
混
雑
・
錯
乱
の
意
味
で
あ
り
、
こ
の
尊
者
が
「
す
べ
て
の
穢
悪
を
浄
め
て
、
浄
穢
を
差
別

せ
ざ
る
故
に
混
雑
と
名
づ
け
ら
れ
た
る
か
」（
一
一
七
頁
）
と
い
う
。

　

烏
枢
沙
摩
明
王
の
徳
行
を
顕
す
経
軌
は
数
種
類
あ
る
が
、
そ
の
中
で
穢
積
金
剛
（
あ
る
い
は
穢
跡
金
剛
）
と
い
う
漢
字
表
記
を
採
用
す

る
の
は
『
穢
積
金
剛
説
神
通
大
満
陀
羅
尼
法
術
霊
要
門
』（
以
下
、『
霊
要
門
』
と
略
称
）
お
よ
び
『
穢
積
金
剛
法
禁
百
変
』（
以
下
、『
禁
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百
変
』
と
略
称
）
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
。『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』（『
大
正
蔵
』
巻
五
五
） 

巻
一
四
に
よ
る
と
、こ
の
二
つ
の
典
籍
は
「『
大

威
力
烏
枢
瑟
摩
明
王
経
』
二
巻
（
或
三
巻
、
亦
云
烏
蒭
渋
摩
経
）」
と
共
に
、
北
天
竺
国
出
身
の
三
蔵
沙
門
阿
質
達
霰
（
唐
言
無
能
勝
将
）

が
安
西
（
中
国
甘
粛
省
安
西
県
）
で
訳
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
唐
玄
宗
開
元
二
十
年
（
七
三
二
）、
法
月
三
蔵
が
朝
貢
の
た
め
に
入
朝
し

た
際
に
、
こ
れ
ら
の
経
典
を
携
え
て
上
京
し
た
が
『
開
元
釈
教
目
録
』（
以
下
、『
開
元
録
』
と
略
称
）
の
完
成
に
は
間
に
合
わ
ず
、
勅
命

に
よ
り
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』（
以
下
、『
貞
元
録
』
と
略
称
）
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
４
） 

。
こ
れ
が
『
霊
要
門
』
と
『
禁
百
変
』

が
入
蔵
を
果
た
し
た
契
機
で
あ
り
、
そ
れ
以
来
、
諸
経
録
に
記
載
さ
れ
（
５
）、 

種
々
の
大
蔵
経
の
収
録
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
（
６
）。

　

現
行
の
経
録
や
諸
刊
本
大
蔵
経
で
は
、『
霊
要
門
』
と
『
禁
百
変
』
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
経
典
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
両
者
は

そ
の
構
成
と
内
容
に
お
い
て
連
続
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
ま
と
め
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
ま
ず
『
霊
要
門
』
は
、
釈
尊
が
涅

槃
に
入
ろ
う
と
す
る
際
に
神
々
が
釈
尊
の
も
と
に
集
ま
っ
た
が
、
蠡
髻
梵
王
だ
け
は
全
く
姿
を
見
せ
ず
、
彼
を
連
れ
て
こ
よ
う
と
し
た
仙

人
と
金
剛
が
み
な
失
敗
し
た
た
め
、
釈
尊
が
穢
跡
金
剛
を
化
現
し
て
梵
王
を
連
行
し
て
き
た
、
と
い
う
筋
書
き
で
あ
る
。
物
語
の
中
盤
か

ら
、
穢
跡
金
剛
は
大
円
満
陀
羅
尼
神
呪
穢
跡
真
言
を
説
き
、
必
要
に
応
じ
て
呪
文
を
様
々
な
場
面
で
使
用
す
る
方
法
を
明
か
し
始
め
る
。

こ
の
よ
う
な
文
脈
を
そ
の
ま
ま
受
け
、『
禁
百
変
』
は
さ
ら
に
数
種
類
の
呪
法
を
解
き
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
種
々
の
利
益

を
も
た
ら
す
呪
文
と
そ
の
神
秘
的
力
を
目
撃
し
た
神
々
は
大
い
に
感
激
し
、
金
剛
に
向
か
っ
て
礼
拝
し
て
そ
の
場
を
後
に
す
る
と
い
う
、

仏
典
と
し
て
典
型
的
な
終
結
で
経
典
の
幕
が
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
霊
要
門
』
と
『
禁
百
変
』
は
経
名
を
異
に
は

し
て
い
る
も
の
の
、そ
の
内
容
か
ら
判
断
す
れ
ば
連
続
し
て
い
て
、各
々
独
立
し
た
経
典
と
は
認
め
が
た
い
。
つ
ま
り
、『
禁
百
変
』
は
元
々

『
霊
要
門
』
の
一
部
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
文
献
的
根
拠
は
後
ほ
ど
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

そ
の
た
め
、
本
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
「『
霊
要
門
』
の
受
容
と
変
容
」
と
し
、
実
際
に
取
り
扱
う
内
容
と
し
て
は
『
禁
百
変
』
も
含
む
こ

と
と
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
『
霊
要
門
』
と
『
禁
百
変
』
に
関
す
る
我
々
の
理
解
は
『
大
正
蔵
』
な
ど
の
刊
本
大
蔵
経
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
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し
か
し
、『
大
正
蔵
』
第
二
十
一
巻
に
収
め
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
一
見
す
る
と
、本
文
の
分
量
が
決
し
て
多
く
な
い
割
に
は
校
注
の
数
（『
霊

要
門
』
に
は
八
十
五
箇
、『
禁
百
変
』
は
五
十
七
箇
）
が
か
な
り
多
い
、
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
こ
の
こ
と
は
大
正
蔵
本
の
底
本
で
あ

る
高
麗
蔵
本
（
７
）と
校
本
（
増
上
寺
蔵
宋
元
明
三
本
、
甲
本
）
と
の
間
に
顕
著
な
相
違
が
存
在
す
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

　

例
一
：

（
一
）
麗
・
明
等
諸
本
『
霊
要
門
』

若
有
未
安
樂
之
人
令
安
樂
者
、取
前
人
名
字
書
足
下
、呪
三
百
遍
、當
為
彼
人
發
大
誓
願
。
我
於
彼
時
即
自
送
、辯
才
無
滯
、

隨
行
者
意
。
所
須
之
者
、
並
悉
施
與
。

　
【
甲
ィ
本
】
施
與
＋
（
無
量
珍
寶
施
與
彼
貧
人
悉
得
充
足
又
法
若
持
呪
人
求
種
種
智
求
種
種
慧
者
但
誦
呪
十
萬
遍
自
得

種
種
大
智
慧
種
種
為
善
）（
大
正
蔵
、
一
五
九
頁
校
注
四
）

（
二
）
麗
・
明
等
諸
本
『
禁
百
変
』

若
欲
令
一
切
鬼
神
自
來
歸
伏
為
給
使
者
…
…
默
呪
一
百
八
遍
、
其
世
界
内
所
有
諸
惡
鬼
並
來
雲
集
、
自
現
其
身
、
捨
毒

惡
心
、
任
行
人
驅
使
。

【
甲
ィ
本
】
使
＋
（
若
有
百
鳥
與
人
作
怪
者
即
向
鳥
作
怪
之
處
誦
明
一
百
八
遍
其
鳥
自
來
而
死
）

（
一
）と（
二
）は
、高
麗
蔵
な
ど
の
刊
本
大
蔵
経
に
は
欠
け
て
い
る
内
容
を
、『
大
正
蔵
』は
甲
本
に
記
さ
れ
た
異
本
注
記
に
基
づ
い
て
補
っ

た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
。
こ
の
種
の
補
欠
箇
所
は
、『
霊
要
門
』
に
は
全
五
箇
所
、『
禁
百
変
』
で
は
一
箇
所
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
甲

本
の
校
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
異
本
と
は
一
体
ど
う
い
う
テ
キ
ス
ト
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、『
大
正
蔵
』
の
校
注
に
見
え
る

以
下
の
記
述
が
注
目
さ
れ
る
。
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『
霊
要
門
』（
大
正
蔵
、
一
五
九
頁
、
校
注
二
一
）

甲
本
奧
書
云
、「
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
仲
春
七
日
、
一
校
左
點
了
。
和
本
與
今
本
多
違
、
與
高
麗
本
同
。
淨
嚴
四
十
九
載
。

元
祿
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
正
月
二
十
三
日
、
以
淨
嚴
和
上
之
本
再
校
了
。
尊
教
。」

『
禁
百
変
』（
大
正
蔵
、
一
六
一
頁
、
校
注
九
）

甲
本
奧
書
云
「
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
仲
春
七
夜
、
以
和
本
校
之
。
和
本
無
符
、
亦
文
言
大
異
。
淨
嚴
四
十
九
載
。
元
祿

十
六
年
（
一
七
〇
三
）
正
月
二
十
三
日
、
以
淨
嚴
和
上
之
本
再
校
了
。
尊
教
。
寶
永
五
龍
次
戊
子
年
（
一
七
〇
八
）
十
一
月
六

日
、
一
校
了
。
苾
芻
性
寂
。」

　

こ
の
二
つ
の
記
述
は
、『
大
正
蔵
』
が
底
本
の
高
麗
蔵
本
を
校
訂
す
る
た
め
に
使
用
し
た
校
本
の
一
つ
で
あ
る
「
甲
本
」、
つ
ま
り
「
黄

檗
版
淨
厳
等
加
筆
本
」（
大
正
蔵
、
一
五
九
頁
、
校
注
一
。
一
六
〇
頁
、
校
注
二
二
）
の
最
後
に
見
え
る
奥
書
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に

拠
れ
ば
、
甲
本
そ
の
も
の
は
幾
た
び
か
転
写
さ
れ
た
後
の
テ
キ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
そ
の
起
源
に
当
た
る
祖
本
は
い
ず
れ
も
浄
厳
が
校
訂

加
筆
し
た
黄
檗
刊
本
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
二
月
七
日
、
黄
檗
版
の
校
訂
に
没
頭
し
て
い
た
浄
厳
は
、
黄
檗

版
『
霊
要
門
』
の
テ
キ
ス
ト
内
容
は
高
麗
蔵
本
の
内
容
と
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
も
う
一
つ
の
校
本
で
あ
る
「
和
本
」
と
は
だ
い
ぶ
違

う
こ
と
に
気
づ
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
夜
に
黄
檗
版
『
禁
百
変
』
を
校
訂
し
た
と
こ
ろ
、
黄
檗
刊
本
と
校
本
の
「
和
本
」
と
で
は
本
文
の

文
字
表
現
な
ど
が
大
い
に
違
う
だ
け
で
は
な
く
、前
者
に
含
ま
れ
る
呪
符
が
後
者
に
は
全
く
な
い
、と
い
う
事
実
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
和
本
」
の
正
体
に
つ
い
て
は
次
節
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
先
ず
、
浄
厳
が
着
目
し
た
『
禁
百
変
』
の
呪
符
に
ま
つ

わ
る
問
題
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
え
た
い
。

　

大
正
蔵
本
『
禁
百
変
』
の
内
容
に
沿
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
穢
跡
金
剛
が
諸
種
の
呪
法
を
唱
え
出
し
た
後
、
経
典
の
説
示
は
そ
れ
ま
で
の
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筋
か
ら
逸
れ
て
、「
印
法
第
二
」
を
説
き
始
め
る
。
そ
こ
で
は
四
種
の
正
方
形
の
四
角
刻
印
を
図
示
し
な
が
ら
そ
の
用
途
を
解
説
す
る
。

続
い
て
「
神
變
延
命
法
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
お
よ
そ
四
十
二
に
も
及
ぶ
手
書
き
風
の
呪
符
を
図
で
示
し
て
小
字
割
注
で
作
法
を
加
え

て
い
る
。
そ
し
て
、
経
文
は
再
び
最
後
の
本
筋
に
戻
り
、
穢
跡
金
剛
に
対
す
る
大
衆
の
賛
嘆
の
中
で
幕
が
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た

だ
、
よ
り
詳
し
く
見
る
な
ら
ば
、「
印
法
第
二
」
の
内
容
ま
で
は
、
大
正
蔵
本
は
基
本
的
に
す
べ
て
底
本
の
高
麗
蔵
本
に
従
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、「
神
變
延
命
法
」
部
分
に
入
る
と
、
最
初
の
二
つ
の
呪
符
の
図
形
を
除
い
て
、
ほ
か
の
四
十
箇
の
呪
符
お
よ
び
す
べ
て
の
割

注
解
説
は
高
麗
蔵
に
は
見
い
だ
せ
ず
、
こ
れ
ら
を
「
明
本
」
に
依
っ
て
補
っ
た
、
と
『
大
正
蔵
』
は
校
注
で
説
明
す
る
の
で
あ
る
（
８
）。

一
般

に
底
本
の
欠
落
を
校
本
に
依
っ
て
増
補
す
る
の
は
、
校
訂
の
手
法
と
し
て
は
問
題
が
な
い
の
だ
が
、
増
上
寺
蔵
宋
元
明
三
本
を
校
本
に
採

用
す
る
中
で
、
成
立
も
古
く
良
質
な
宋
版
で
は
な
く
、
こ
の
部
分
の
み
、
唐
突
に
明
版
テ
キ
ス
ト
に
依
っ
て
増
補
を
行
な
う
と
い
う
校
訂

の
判
断
基
準
に
は
い
さ
さ
か
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
校
訂
が
な
さ
れ
た
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、『
大
正
蔵
』

の
校
訂
者
が
呪
符
の
増
補
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
の
、
宋
版
も
呪
符
を
欠
い
て
い
た
か
、
或
い
は
大
正
蔵
本
の
校
訂
作
業
で
は

そ
も
そ
も
宋
版
が
使
わ
れ
な
か
っ
た
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
増
上
寺
蔵
宋
刊
本
の
内
容
や
そ
れ
が
大
正
蔵
本
の
校
訂
に
果
た
し
た
実
際
の
役
割
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の

で
、
別
の
宋
版
刊
本
に
着
目
し
て
調
査
を
行
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
南
宋
開
元
禅
寺
大
蔵
経
本
（
９
）（
南
宋
紹
興

十
八
年
〈
一
一
四
八
年
〉
成
立
）
に
は
、
高
麗
蔵
本
よ
り
徹
底
し
て
、
刻
印
お
よ
び
呪
符
の
痕
跡
が
全
く
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
も
し

刻
印
と
呪
符
の
有
無
を
一
つ
の
判
断
基
準
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
既
存
の
『
禁
百
変
』
の
テ
キ
ス
ト
は
少
な
く
と
も
次
の
三

つ
の
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
刻
印
と
符
咒
が
全
く
採
用
さ
れ
な
い
宋
版
を
は
じ
め
と
す
る
テ
キ
ス
ト
、
第
二
は
四
つ
の

刻
印
と
二
種
の
呪
符
図
形
の
み
を
採
用
す
る
高
麗
蔵
本 

、
第
三
は
す
べ
て
の
印
符
を
収
め
た
永
楽
北
蔵
本
（
（（
（

等
の
明
版
系
統
本
お
よ
び
そ

の
内
容
を
踏
襲
し
た
黄
檗
版
と
大
正
蔵
版
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
刻
印
と
呪
符
の
有
無
や
個
数
を
め
ぐ
り
『
禁
百
変
』
の

諸
刊
本
の
内
容
に
は
大
き
な
齟
齬
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
同
経
典
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
知
見
は
ほ
と
ん
ど
明
版
と
そ
れ
を
踏
襲
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し
た
大
正
蔵
版
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
明
版
と
大
正
蔵
版
に
数
多
く
収
め
ら
れ
る
刻
印
と
呪
符
な
ど
に
含
ま

れ
て
い
る
道
教
的
要
素
が
注
目
さ
れ
、『
禁
百
変
』
そ
の
も
の
も
全
体
と
し
て
偽
経
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
禁
百
変
』
の
偽
経
説
を
最
初
に
呈
示
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
泊
は
く
に
ょ
う
ん
し
ょ
う

如
運
敞
が
一
六
八
九
年
に
撰
述
し
た
『
寂

じ
じじ

じ
ゃ
く
し
ょ
う
ど
う
こ
っ
き
ょ
う
し
ゅ
う（

照
堂
谷
響
集
』 

巻

一
で
あ
る
。
運
敞
は
、
大
蔵
経
所
収
の
『
禁
百
変
』
に
見
え
る
符
が
『
抱
朴
子
（
（（
（

』 

の
入
山
符
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
、
特
に
そ
の
符
の
説

明
文
に
記
さ
れ
た
「
急
き
ゅ
う
き
ゅ
う
に
ょ
り
つ
り
ょ
う

急
如
律
令
」
と
い
う
呪
文
に
着
目
し
、
同
経
典
が
『
貞
元
録
』
に
収
め
ら
れ
、
円
仁
や
円
珍
が
そ
れ
を
日
本
に

将
来
し
た
と
い
う
事
実
に
配
慮
し
つ
つ
も
、「
豈
有
訳
梵
文
真
言
、
作
巫
者
咒
語
之
理
耶
。
西
土
・
中
国
、
偽
経
流
行
、
由
来
尚
矣
。（
ど

う
し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
起
源
と
す
る
真
言
が
巫
者
の
呪
文
に
な
っ
て
し
ま
う
道
理
が
あ
ろ
う
か
。
イ
ン
ド
や
中
国
に
お
け
る
疑
経
の

流
行
は
昔
か
ら
あ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
）」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
巻
一
四
九
、七
頁
）
と
結
論
づ
け
た
。
こ
の
説
に
対
す
る
批
判
は
、
前

出
の
浄
厳
の
法
脈
に
連
な
る
真
常
の
『
諸
軌
稟
承
録
』
巻
五
に
見
ら
れ
る
。
真
常
の
理
解
で
は
、「
急
急
如
律
令
」
は
中
国
の
仏
教
者
と

儒
者
た
ち
が
よ
く
使
用
す
る
い
わ
ば
呪
符
の
通
称
（「
呪
符
通
語
」）
で
あ
り
、
特
定
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
か
ら
の
翻
訳
で
は
な
い
。
こ
の

よ
う
な
表
現
が
『
禁
百
変
』
等
の
経
典
に
現
れ
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
も
「
世
間
の
浅
い
言
い
方
に
よ
っ
て
法
性
の
深
い
名
相
を
顕
す
」

方
便
に
過
ぎ
ず
、
従
っ
て
『
禁
百
変
』
を
「
偽
造
」
さ
れ
た
経
典
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
（
（（
（

。
真
常
の
漢
訳
仏
典
に
関
す
る
考

え
方
に
は
儒
仏
道
三
教
一
致
の
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
反
論
は
文
献
学
的
裏
付
け
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
や
や
弱
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

近
代
の
仏
教
研
究
者
の
間
で
も
、『
禁
百
変
』を
道
教
的
要
素
を
多
分
に
含
む
密
教
経
典
と
理
解
す
る
傾
向
が
圧
倒
的
に
強
い
。例
え
ば
、

三
崎
良
周
［
一
九
九
二
（
（（
（

］ （
一
六
四
頁
）
で
は
、密
教
経
典
の
う
ち
道
教
に
接
近
し
た
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
経
典
の
一
つ
が
『
禁
百
変
』

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
長
部
和
雄
［
一
九
八
二
（
（（
（

］ （
二
三
五
頁
）
は
、
符
印
を
示
す
経
典
と
し
て
『
禁
百
変
』
を
採
り
あ
げ
、
こ
れ
が
入

蔵
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
認
め
、
疑
経
視
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
同
経
の
内
容
は
、「
著
し
く
道
教
臭
味
を
帯

び
た
現
世
利
益
、
不
老
長
生
を
強
調
し
た
所
謂
雑
密
経
軌
」
で
あ
る
『
竜
樹
五
明
論
』
と
同
趣
向
に
し
て
雑
駁
で
あ
る
、
と
指
摘
し
た
。

そ
し
て
、『
禁
百
変
』
の
有
す
る
中
国
的
性
格
を
捉
え
て
最
も
痛
烈
に
批
判
す
る
の
が
、
神
林
隆
浄
氏
の
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』（
巻
一
）
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に
お
け
る
解
説
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
本
経
が
支
那
の
道
家
の
作
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
、
直
に
何
人
も
首
肯
し
得
る
。
延
命
と

利
得
と
は
支
那
人
本
来
の
思
想
で
あ
る
か
ら
、
此
の
思
想
に
応
ず
る
様
に
作
ら
れ
た
の
が
、
即
ち
此
経
で
あ
る
。
こ
の
中
の
真
言
の
如
き

も
梵
漢
交
雑
し
た
、
実
に
不
純
極
ま
る
も
の
で
あ
る
」（
二
四
七
頁
）
と
い
う
ほ
ど
の
酷
評
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、不
思
議
な
こ
と
に
、様
々
な
議
論
を
呼
び
起
こ
し
た
経
典
本
文
の
問
題
箇
所
、ま
さ
に
「
印
法
第
二
」
と
「
神
變
延
命
法
」

の
部
分
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
『
大
正
蔵
』
の
底
本
で
あ
る
高
麗
蔵
本
の
内
容
が
、
校
本
で
あ
る
宋
版
や
明
版
な
ど
と
大
幅
に
相
違
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
知
る
限
り
、
誰
も
触
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
論
者
た
ち

は
密
教
と
道
教
と
の
交
渉
と
い
う
思
想
史
的
な
問
題
に
注
目
す
る
余
り
、
同
経
典
の
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
注
意

を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
特
に
『
禁
百
変
』
の
よ
う
に
複
雑
な
成
立
背
景
を
持
つ
経
典
は
、
テ
キ
ス
ト

そ
の
も
の
が
抱
え
る
問
題
を
率
先
し
て
解
決
し
な
い
限
り
、
そ
の
経
典
の
内
容
を
正
確
に
論
じ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
言
っ
て
も

よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
三
、
日
本
古
写
経
本
『
霊
要
門
』
の
発
見
と
そ
の
意
義

　

前
節
で
は
、「
黄
檗
版
淨
厳
等
加
筆
本
」
に
記
さ
れ
た
浄
厳
の
奥
書
か
ら
、
刊
本
大
蔵
経
本
と
は
内
容
を
大
き
く
異
に
す
る
「
和
本
」

の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、長
い
間
、こ
の「
和
本
」の
正
体
と
そ
の
所
在
に
つ
い
て
は
謎
め
い
た
ま
ま
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
日
本
の
奈
良
・
平
安
時
代
に
書
写
さ
れ
た
一
切
経
を
め
ぐ
る
調
査
研
究
の
展
開
に
つ
れ
て
、
写
本
一
切
経
に
含

ま
れ
て
い
る
『
霊
要
門
』
と
『
禁
百
変
』
の
テ
キ
ス
ト
に
触
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
古
写
経
本
の
内
容
を
分

析
し
た
結
果
、
大
正
蔵
本
の
校
注
が
甲
異
本
（
す
な
わ
ち
「
和
本
」）
に
依
っ
て
補
っ
た
内
容
が
確
認
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
浄
厳
の
「
和

本
無
符
」
と
い
う
記
述
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
浄
厳
が
当
初
黄
檗
蔵
本
を
校
訂
す
る
際
に
使
用
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し
た
「
和
本
」
は
、日
本
古
写
経
本
あ
る
い
は
そ
の
系
統
に
属
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

古
写
経
本
の
発
見
と
そ
の
意
義
は
、
単
に
「
和
本
」
の
正
体
が
判
明
し
た
こ
と
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
り
重
要
な
の
は
、
こ
れ
ま

で
知
ら
れ
て
い
た
す
べ
て
の
刊
本
系
統
本
と
内
容
を
異
に
す
る
一
方
で
、
敦
煌
出
土
の
古
写
本
と
は
構
造
や
内
容
が
近
似
す
る
テ
キ
ス
ト

の
存
在
と
所
在
が
、
敦
煌
か
ら
遠
く
離
れ
た
日
本
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
『
霊
要
門
』
の
テ
キ
ス
ト
を
収
め
た
日
本
古
写
一
切
経
（
（（
（

と
し
て
は
、
金
剛
寺
一
切
経
（
（（
（

、
興
聖
寺
一
切
経
（
（（
（

、
七
寺
一
切
経
（
（（
（

の
三
種
類
が
挙

げ
ら
れ
る
。
現
時
点
で
調
査
が
完
了
し
た
の
は
最
初
の
二
つ
の
み
で
あ
り
、
以
下
は
そ
の
書
誌
情
報
で
あ
る
。

１
、
金
剛
寺
一
切
経
本（
（（
（

［
形　
　

態
］
写
本
（
巻
子
本
）

［
外　
　

題
］
穢
積
金
剛
法
禁
百
変
巻
第
一

［
内　
　

題
］
穢
積
金
剛
禁
法
百
変
巻
第
一

［
尾　
　

題
］
穢
積
金
剛
神
通
法
術
一
巻

［
奥　
　

書
］
一
交
了

［
法
量
（
縦
×
横
）］
二
十
五
・
六
糎
×
五
十
四
・
二
糎
（
第
二
紙
）

［
行
数
／
紙
］
三
二
行
（
第
二
紙
）　　

［
字
数
／
行
］
十
八
～
十
九
字
（
第
二
紙
）

［
全　
　

長
］
百
三
十
五
・
一
糎

［
紙　
　

数
］
三
紙

［
存　
　

欠
］
完
本
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［
時　
　

代
］
鎌
倉
時
代
（
十
三
世
紀
前
葉
）
写
本

２
、
興
聖
寺
一
切
経
本（

（（
（

［
形　
　

態
］
写
本
（
も
と
の
巻
子
本
を
折
本
仕
立
て
に
し
た
も
の
）
※

［
外　
　

題
］
穢
積
金
剛
神
通
法
術
一
巻
※

［
内　
　

題
］
穢
積
金
剛
法
禁
百
変
巻
第
二　
　

［
尾　
　

題
］
穢
積
金
剛
神
通
法
術
一
巻

［
奥　
　

書
］
一
交
了

［
法
量
（
縦
×
横
）］
二
十
五
・
四
糎
×
九
・
五
糎

［
全　
　

長
］
百
三
十
七
・
五
糎

［
紙　
　

数
］
三
紙

［
行
数
／
第
二
紙
］
二
十
五
行　
　

［
字
数
／
行
］
十
三
～
十
五
字
（
第
二
紙
）
※

［
存　
　

欠
］
第
一
紙
破
損
あ
り
※

［
書
写
年
代
］
平
安
時
代
後
期
（
十
二
世
紀
中
期
）
写
本
※

　

金
剛
寺
一
切
経
本
の
内
容
を
興
聖
寺
一
切
経
本
と
比
較
し
た
結
果
、
両
者
の
間
に
は
百
二
十
箇
所
に
及
ぶ
文
字
の
出
入
り
が
あ
る
ほ

か
、
一
箇
所
に
大
き
な
相
違
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
文
字
の
出
入
り
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
写
本
の
誤
字
と
脱
字
な
ど
に

起
因
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
二
つ
の
写
本
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
互
い
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
両
者
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の
間
に
見
ら
れ
る
大
き
な
相
違
と
は
、
興
聖
寺
一
切
経
本
で
は
尾
題
「
穢
積
金
剛
神
通
法
術
一
巻
」
後
に
は
「
一
交
了
」
と
い
う
奥
書
が

記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、金
剛
寺
本
で
は
、尾
題
と
奥
書
と
の
間
に
、「
烏
枢
沙
身
印
」、「
烏
枢
沙
摩
羅
索
印
」、「
烏
枢
沙
摩
解
穢
印
」

と
い
う
三
つ
の
法
印
と
そ
の
真
言
が
付
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
三
種
類
の
法
印
真
言
の
内
容
は
、
阿
地
瞿
多
訳
『
仏
説
陀
羅
尼
集

経
』（『
大
正
蔵
』
巻
一
八
）
巻
九
「
金
剛
烏
樞
沙
摩
法
印
咒
品
」
に
見
え
る
「
烏
樞
沙
摩
身
印
呪
第
二
（
（（
（

」 

、「
烏
樞
沙
摩
羂
索
法
印
呪
第

九
（
（（
（

」 

、「
烏
樞
沙
摩
解
穢
法
印
第
十
七
（
（（
（

」 

の
内
容
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。『
仏
説
陀
羅
尼
集
経
』
を
典
拠
と
す
る
印
呪
が
金
剛
寺
本
に
混

入
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
尾
題
の
後
と
い
う
配
置
の
仕
方
か
ら
は
、
三
つ
の
印
呪
は
経
典
の
本
文
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
興
聖
寺
一
切
経
本
に
は
印
呪
の
内
容
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

は
後
世
の
付
加
に
よ
る
結
果
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。
ま
た
、
両
写
本
に
共
通
し
て
見
え
る
内
容
か
ら
は
日
本
古
写
経
本
『
霊
要
門
』
の

普
遍
的
特
徴
が
窺
い
う
る
。
さ
ら
に
、
も
し
、
こ
の
特
徴
が
中
国
敦
煌
か
ら
出
土
し
た
写
本
の
そ
れ
と
図
ら
ず
も
一
致
し
た
場
合
は
、
日

本
古
写
経
本
に
認
め
ら
れ
る
特
徴
は
、も
は
や
日
本
と
い
う
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、古
い
時
代
の
東
ア
ジ
ア
に
流
布
し
て
い
た
『
霊
要
門
』

の
古
い
形
態
を
保
存
し
、
伝
え
る
も
の
と
な
る
。

　

比
較
の
結
果
、
金
剛
寺
一
切
経
本
と
興
聖
寺
一
切
経
本
『
霊
要
門
』
と
に
共
通
す
る
顕
著
な
特
徴
と
し
て
、
以
下
の
二
つ
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
、
日
本
古
写
経
本
の
内
容
に
は
、『
霊
要
門
』
の
刊
本
成
立
期
ま
で
に
は
す
で
に
欠
落
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
内
容
が
含
ま
れ
て

い
る
。
前
節
で
「
和
本
」
に
つ
い
て
論
じ
た
際
に
も
二
箇
所
の
欠
落
文
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
こ
で
は
新
た
に
確
認
で
き
た
も
う
一
箇
所

と
併
せ
て
紹
介
し
た
い
。
こ
の
三
箇
所
は
い
ず
れ
も
刊
本
で
は
欠
落
し
て
お
り
、
日
本
古
写
経
本
に
は
保
存
さ
れ
て
い
る
経
典
内
容
で
あ

る
。
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高
麗
蔵
本

金
剛
寺
一
切
経
本

時
諸
大
衆
怪
未
曾
有
、
復
策
無
量
金
剛
、
亦
令※
１

持
呪
而
去
。

乃
至
七
日
、
無
人
取
得
。

　

※１
「
令
」【
宋
】【
明
】
無
「
令
」
字
。

時
諸
大
衆
怪
未
曾
有
、
復
策
無
量
金
剛
、
亦
令
持
明
而
至
梵
王
所
、
亦

見
無
量
不
淨
之※
１

物
而
圍
遶※
２

之
、
其
諸
金
剛
亦
有
犯
而
來
。
是
時
大
衆
復

策
無
量
大
菩
薩
持
明
之
者
、已
彼
亦
有
犯
而
來
。
乃
至
七
日
、無
人
取
得
。

　

※１
【
興
】
無
「
之
」
字　
　

 

※２ 

遶
、【
興
】
作
「
繞
」。

欠
文

又
法
若
令
惡
鬼
自
歸
降
人
者
、
取
水
三
斗※
１

盛
於
銅
器
中
、
取
淨
灰
俵
之
、

默
誦
此
呪
一
百
八
遍
、
其
鬼
自
來
歸
於
人
也
。

　　

※１
【
興
】
無
「
斗
」
字
。

欠
文

又
法
若
令
前
人
不
信
者
、
誦
呪
一
百
八
遍
、
其
人
即
生
怨
恨
、
若
令
如

故
者
依
前
法

　

第
二
、
日
本
古
写
経
本
と
刊
本
系
統
本
と
の
間
の
最
も
顕
著
な
相
異
は
経
典
の
構
成
に
あ
る
。
ま
ず
、
古
写
経
本
の
構
成
を
以
下
の
表

に
ま
と
め
て
分
析
し
て
み
よ
う
。

　

Ａ　

内
容
構
成

金
剛
寺
一
切
経
本

興
聖
寺
一
切
経
本

Ｂ　

内 

題

穢
積
金
剛
說
神
通
大
滿
陀
羅
尼
法
術
靈
要
門
一
卷

穢
積
金
剛
說
神
通
大
滿
陀
羅
尼
法
術
靈
要
門
一
卷
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Ｃ　

訳 

者

無

三
蔵
無
能
勝
奉 

詔
譯

Ｄ　

経 
首

如
是
我
聞
一
時
佛
在
…

如
是
我
聞
一
時
佛
在
…

Ｅ　

章
題
１

穢
積
金
剛
法
禁
百
變
卷
第
二

穢
積
金
剛
法
禁
百
變
卷
第
二

Ｆ　

章
題
２

穢
積
金
剛
神
印
四
條
品
驗
法

穢
積
金
剛
神
印
四
條
品
驗
法

Ｇ　

経 

末

…
爾
時
金
剛
於
大
衆
中
化
身
者
衆
所
不
覺
也

…
爾
時
金
剛
於
大
衆
中
化
身
者
衆
所
不
覺
也

Ｈ　

尾 

題

穢
積
金
剛
神
通
法
術
一
卷

穢
積
金
剛
神
通
法
術
一
卷

　

訳
者
欄
を
除
け
ば
、
明
ら
か
に
金
剛
寺
本
と
興
聖
寺
本
は
構
成
に
お
い
て
完
全
に
一
致
し
、
い
ず
れ
も
「
靈
要
門
」、「
禁
百
變
」、「
驗

法
」
と
い
う
三
節
か
ら
な
っ
て
お
り
、
ま
た
「
穢
積
金
剛
神
通
法
術
一
巻
」
と
い
う
尾
題
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
は
同
経

典
が
訳
出
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
八
世
紀
初
期
の
原
形
の
ま
ま
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
現
存
す
る
金
剛
寺
一

切
経
本
と
興
聖
寺
一
切
経
本
の
『
禁
百
変
』
の
内
容
は
『
霊
要
門
』「
穢
積
金
剛
法
禁
百
變
卷
第
二
」
以
降
の
内
容
を
写
し
た
も
の
に
過

ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
日
本
古
写
経
本
に
基
づ
い
て
言
え
ば
、『
禁
百
変
』
は
独
立
し
た
経
典
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
『
霊
要
門
』

の
一
部
分
と
し
て
流
布
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
推
測
は
、
興
聖
寺
本
『
禁
百
変
』
の
内
題
そ
の
も
の
が
「
穢
積
金

剛
法
禁
百
變
卷
第
二
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、古
写
経
本
の
構
成
を
刊
本
系
統
本
の
構
成
と
比
べ
る
と
ど
う
な
る
か
を
示
す
た
め
に
、以
下
の
比
較
表
を
作
成
し
た
。
た
だ
し
、

表
で
は
日
本
古
写
経
本
の
代
表
と
し
て
金
剛
寺
本
を
、
刊
本
は
明
版
北
蔵
本
を
採
り
上
げ
て
い
る
。
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内　

容　

構　

成

日
本
古
写
経
・
金
剛
寺
一
切
経
本

明
北
蔵
本

Ａ　

経
題
・
経
文

穢
積
金
剛
說
神
通
大
滿
陀
羅
尼
法
術
靈
要
門
一
卷

如
是
我
聞
一
時
佛
在
…
能
除
百
萬
衰
患

穢
跡
金
剛
說
神
通
大
滿
陀
羅
尼
法
術
靈
要
門
經
如

是
我
聞
一
時
佛
在
…
能
除
萬
里
衰
患

Ｂ　

経
題
（
章
題
）・
経
文

穢
積
金
剛
法
禁
百
變
卷
第
二
世
尊
有
善
男
子
善
女

人
…
若
課
未
充
即
亦
未
得
耳

穢
跡
金
剛
法
禁
百
變
法
門
經
爾
時
金
剛
白
佛
言
世

尊
有
善
男
子
善
女
人
…
若
課
未
充
不
得
效
驗*

（*

宋
版
蔵
経
本
至
此
結
束
）

Ｃ　

章
題
・
経
文

無

印
法
第
二  

此
印
方
一
寸
八
分
…
萬
里
無
人
得
見

Ｄ　

章
題
・
経
文

無

神
變
延
命
法 

伏
連
書
心
上
…
用
諸
符
無
驗
。

Ｅ　

章
題
・
経
文

穢
積
金
剛
神
印
四
條
品
驗
法
爾
時
穢
積
金
剛
説
此

呪※

（【
興
】
作
「
符
」）
已
、大
衆
同
聲
讚
之
、善
哉
善
哉
。

大
士
、
汝
能
説
如
是
等
法
、
令
衆
生
皆
悉
得
力
。

此
法
若
流
行
之
處
、
我
等
大
丈
夫
、
當
護
此
行
人
、

我
助
令
成
就
。
是
時
、
金
剛
復
作
是
言
、
但
若
有

衆
生
行
此
法
、
我
即
往
彼
見
身
令
、
所
求
者
我
悉

施
與
。
又
法
、
若
有
求
種
種
變
化
、
現
種
種
神
通
、

我
悉
立※

（【
興
】
無
「
立
」
字
）
施
與
也
。
又
法
、
若

有
持
此
法
之
人
常
念
我
本
師
釋
迦
牟
尼
佛
、
我
常

彼
行
人
恆
隨
遂
之
。
金
剛
説
此
法
已
、
大
衆
倍
加

悲
位
、
各
奉
聖
言
、
之
禮
拝
戴
而
去
。
其
諸
大
鬼

及
龍
神
王
等
、
各
奉
聖
言
、
頂
禮
戴
而
去
。
爾
時

金
剛
於
大
衆
中
化
身
者
、
衆
所
不
覺
也
。

（
無
題
）
爾
時
穢
跡
金
剛
説
此
符
已
、
大
衆
同
聲
讚

言
、
善
哉
大
力
士
。
汝
能
説
是
大
妙
之
法
、
令
諸

衆
生
皆
得
解
脱
。
爾
時
、
金
剛
頃
白
諸
大
衆
、
當

知
我
於
汝
等
此
法
若
流
行
之
處
、
我
等
大
天
常
當

護
此
行
法
之
人
、
助
令
成
就
。
是
時
、
金
剛
復
作

是
言
、若
有
衆
生
行
此
法
者
、我
即
往
彼
現
其
人
前
、

所
求
願
者
我
亦
施
與
。
令
彼
得
種
種
變
現
、
種
種

神
通
、
所
作
無
礙
。
常
須
念
我
本
師
釋
迦
牟
尼
佛
、

我
即
常
隨
逐
之
、
令
一
切
法
皆
助
成
就
。
爾
時
金

剛
説
此
法
已
、
大
衆
倍
加
悲
喜
、
及
諸
天
龍
大
鬼

神
等
、
各
奉
聖
言
、
禮
足
而
去
。

Ｆ　

尾 

題

穢
積
金
剛
神
通
法
術
一
卷

穢
跡
金
剛
法
禁
百
變
法
門
經
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右
の
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
古
写
経
本
と
刊
本
と
の
間
に
表
現
や
内
容
に
お
け
る
相
異
は
全
体
に
わ
た
っ
て
存
在
し
て
い
る
も
の

の
、
Ａ
、
す
な
わ
ち
「
如
是
我
聞
一
時
佛
在
…
能
除
百
萬
衰
患
」
か
ら
「
世
尊
有
善
男
子
善
女
人
…
若
課
未
充
即
亦
未
得
耳
」
ま
で
の
内

容
に
関
し
て
言
え
ば
、
両
者
の
間
に
は
構
成
上
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
構
成
上
の
相
異
は
主
と
し
て
Ｂ
以
降
の
内
容
に
顕

著
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
古
写
経
本
は
Ｂ
の
「
穢
積
金
剛
法
禁
百
變
卷
第
二
」
に
続
い
て
、
Ｅ
、
す
な
わ
ち
「
穢
積
金
剛
神
印
四
條
品

驗
法
」
が
現
れ
、
そ
の
中
で
は
主
に
穢
積
金
剛
に
関
わ
る
種
々
の
呪
法
の
功
徳
や
そ
れ
に
対
す
る
会
衆
た
ち
の
賛
嘆
と
護
持
奉
行
し
よ
う

と
い
う
決
意
表
明
が
説
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
刊
本
大
蔵
経
本
は
、
そ
の
構
成
と
内
容
を
古
写
経
本
と
は
大
分
異
に
し
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
刊
本
ご
と
に
テ
キ
ス
ト
は
互
い
に
違
う
展
開
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
宋
版
テ
キ
ス
ト
は
Ｂ
を
「
若
課
未
充
不
得
效
驗
」
と
い
う

字
句
を
も
っ
て
終
了
し
、
ほ
か
の
テ
キ
ス
ト
に
見
え
る
Ｃ
以
降
の
内
容
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
次
に
、
高
麗
本
の
内
容
は
宋
本
よ
り

は
や
や
多
く
、
Ｃ
の
「
印
法
第
二
」
の
中
に
四
つ
の
刻
印
を
説
き
、
さ
ら
に
Ｄ
の
う
ち
か
ら
最
初
二
つ
の
手
書
き
風
符
咒
の
み
を
収
録
し

て
幕
を
閉
じ
て
い
る
。
最
後
に
、
明
版
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
成
立
に
な
る
刊
本
で
は
、
Ｂ
か
ら
Ｃ
「
印
法
第
二
」
に
移
り
、
そ
の
中
で
四

つ
の
刻
印
と
作
法
を
示
し
た
後
、
さ
ら
に
Ｄ
「
神
變
延
命
法
」
と
し
て
四
十
二
に
も
及
ぶ
符
咒
と
そ
の
作
法
を
説
く
の
で
あ
る
。

　

以
上
は
、刊
本
系
統
本
と
比
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
顕
著
と
な
っ
た
日
本
古
写
経
本
『
霊
要
門
』
の
内
容
お
よ
び
構
成
の
特
徴
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
と
り
も
な
お
さ
ず
日
本
で
流
通
し
て
い
た
伝
本
と
中
国
に
お
い
て
大
蔵
経
と
い
う
形
で
保
存
さ
れ
て
き
た
伝
本
と
の
相
異
に
ほ

か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
単
純
に
伝
播
地
域
の
相
異
つ
ま
り
は
日
本
と
中
国
と
い
う
流
布
地
域
の
違
い
の
み
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
両
者
の
間
に
横
た
わ
る
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
顕
著
な
相
異
は
、
そ
の
原
因

を
地
域
差
だ
け
で
は
な
く
、
時
代
的
な
変
遷
に
も
求
め
う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
も
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
広
大
な
中
国
を
挟
ん
で
日
本
と
は
反
対
に
位
置
す
る
敦
煌
蔵
経
洞
か
ら
出
土
し
、
現
在
は
フ
ラ
ン
ス
国
家
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
穢
積
金
剛
関
連
の
漢
文
写
本
―
―
ペ
リ
オ
本
（Pel.Chin.3047V

0

）
に
着
目
す
る
こ
と
に
し
た
。
同
写
本
の
書
誌
情
報
は

Catalogue des M
anuscrits Chinois de Touen-houang: Fonds Pelliot Chinois de la Bibliothèque N

ationale 

（Vol. III, p. 



『穢積金剛説神通大満陀羅尼法術霊要門』の受容と変容

― 231 ―

38
）
に
詳
し
く
、
全
容
は
『
法
蔵
敦
煌
西
域
文
獻
（
（（
（

』（
第
二
十
一
冊
） 

に
写
真
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
写
本
の
内
容
は
非

常
に
複
雑
な
構
成
で
あ
り
、
ま
た
紙
背
に
書
写
さ
れ
て
い
て
写
真
だ
け
で
は
確
認
し
難
い
と
こ
ろ
も
随
所
に
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
こ
の

写
本
の
全
体
的
内
容
の
解
明
や
位
置
付
け
な
ど
は
避
け
、
便
宜
的
に
「
穢
積
金
剛
関
連
写
本
」
と
名
付
け
、
本
論
文
で
取
り
扱
う
課
題
と

の
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
に
止
め
る
。Pel.Chin.3047V

0

写
本
に
は
、判
読
で
き
る
範
囲
で
言
う
と
、、穢
積
金
剛（
あ

る
い
は
烏
枢
沙
摩
な
ど
）
に
関
連
す
る
複
数
の
文
献
が
連
続
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
第
一
は
「
穢
積
金
剛
顕
神
通
大
陀
羅
尼
」
と
題
さ
れ
、
内
容
は
『
霊
要
門
』
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
、「
穢
積
金
剛

法
禁
百
変
第
二
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
『
禁
百
変
』
の
内
容
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
第
三
は
、「
□
□
□
子
雑
禁
一
切
悪
神
鬼
法

一
巻
」
と
題
さ
れ
る
も
の
で
、
家
宅
か
ら
悪
鬼
神
を
追
放
す
る
方
法
が
説
か
れ
て
い
る
。
第
四
は
、「
雑
禁
一
切
悪
神
鬼
法
」
と
の
関
連

は
不
明
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
穢
積
金
剛
（
あ
る
い
は
烏
枢
沙
摩
な
ど
）
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
呪
文
が
記
さ
れ
、「
烏
枢
沙
摩
大
護
印
」

や
「
第
二
烏
枢
沙
摩
磨
牙
印
」
か
ら
「
第
廿
大
除
魔
印
」、「
第
廿
一
輪
印
」
ま
で
の
総
計
二
十
一
の
手
印
を
掲
げ
、
さ
ら
に
設
壇
、
作
金

剛
三
昧
陀
羅
尼
道
場
、
結
界
、
勧
請
諸
天
龍
神
菩
薩
な
ど
密
教
儀
軌
ら
し
い
記
述
が
見
え
る
。
第
五
は
、
明
版
刊
本
等
の
『
禁
百
変
』
に

も
見
え
る
よ
う
な
刻
印
や
種
々
の
呪
符
と
そ
れ
ぞ
れ
の
作
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
明
版
な
ど
と
は
違
い
、
す
べ
て
の
呪
符
は
「
穢

積
金
剛
神
符
変
病
及
延
年
法
巻
下
」
と
い
う
章
題
の
下
に
ま
と
め
ら
れ
、
前
者
に
比
べ
て
呪
符
の
数
は
三
つ
ほ
ど
多
く
、
一
部
の
形
が
や

や
違
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
こ
で
ぺ
リ
オ
本
の
最
初
の
二
つ
の
部
分
―
―
「
穢
積
金
剛
顕
神
通
大
陀
羅
尼
」
と
「
穢
積
金
剛
法
禁
百
変
第
二
」
の
内
容
に
注
目
し
、

以
下
の
よ
う
に
金
剛
寺
本
と
比
較
し
て
み
た
結
果
、
両
者
は
そ
の
構
成
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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Ａ　

内
容
構
成

金
剛
寺
一
切
経
本

Pel.Chin.3047V
0

Ｂ　

内 
題

穢
積
金
剛
說
神
通
大
滿
陀
羅
尼
法
術
靈
要
門
一
卷

穢
積
金
剛
顯
神
通
大
陀
羅
尼

Ｃ　

経 
首

如
是
我
聞
一
時
佛
在
…

如
是
我
聞
一
時
佛
在
…

Ｄ　

章
題
１

穢
積
金
剛
法
禁
百
變
卷
第
二

穢
積
金
剛
法
禁
百
變
第
二

Ｅ　

章
題
２

穢
積
金
剛
神
印
四
條
品
驗
法

穢
積
金
剛
神
印
□
□
驗
法

Ｆ　

経 

末

…
爾
時
金
剛
於
大
衆
中
化
身
者
衆
所
不
覺
也

…
爾
時
金
剛
於
大
衆
中
化
身
者
衆
所
不
覺
也

Ｇ　

尾 

題

穢
積
金
剛
神
通
法
術
一
卷

無

　

そ
し
て
、
敦
煌
本
と
古
写
経
本
と
の
一
致
は
、
両
者
の
構
成
だ
け
に
は
止
ま
ら
ず
、
内
容
や
さ
ら
に
は
細
か
い
表
現
な
ど
に
も
及
ん
で

い
る
。
例
え
ば
、
次
表
に
示
す
よ
う
に
、
宋
刊
本
で
は
「
入
真
」
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
敦
煌
本
と
古
写
経
本
で

は
同
じ
箇
所
で
い
ず
れ
も
「
涅
槃
」
と
い
う
言
葉
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

宋
版
『
霊
要
門
』

Pel.Chin.3047V
0

本

金
剛
寺
本
『
霊
要
門
』

苦
哉
大
聖
尊　
　

入
真
何
太
速

諸
天
猶
決
定　
　

天
人
追
喚
得

痛
哉
天
中
天　
　

入
真
如
火
滅

苦
哉
大
聖
尊　
　

涅
槃
一
何
速

諸
天
由
快
涕　
　

无
人
追
喚
得

痛
哉
天
中
天　
　

涅
槃
如
火
滅

苦
哉
大
聖
尊　
　

涅
槃
一
何
速

諸
天
猶
快※１
定 　

  

无
人
追
喚
得※２

痛
哉
天
中
天　
　

涅
槃
如
火
滅

　

※１
【
興
】
無
「
快
」
字
。

　

※２　

得
、【
興
】
作
「
相
」
字
。
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さ
ら
に
、
刊
本
に
は
見
え
ず
、
古
写
経
本
に
は
保
存
さ
れ
て
い
る
、
と
先
に
指
摘
し
た
経
文
も
、
そ
れ
と
同
様
あ
る
い
は
近
似
す
る
内

容
が
敦
煌
本
に
は
見
出
さ
れ
た
。
以
下
は
そ
の
う
ち
の
一
例
で
あ
る
。

宋
版
『
禁
百
変
』

Pel.Chin.3047V
0

本

金
剛
寺
一
切
経
本
『
霊
要
門
』

若
欲
／
令
一
切
鬼
神
自
來
歸
伏
爲
給
使
者
取

／
水
三
升
盛
銅
器
中
以
淨
灰
圍
之
即
作
／
都

攝
録
印
以
二
無
名
指
竝
屈
掌
中
令
／
背
相
倚

二
中
指
頭
相
捻
二
頭
指
及
小
／
指
各
如
開
華

以
大
拇
指
捻
頭
指
中
節
／
默
呪
／
一
百
八
遍

其
世
界
内
所
有
諸
惡
鬼
竝
／
來
雲
集
／
自
現

其
身
捨
毒
惡
心
任
行
／
人
驅
使
若
禁
山
者

（
下
略
）

又
法
若
欲
令
一
切
鬼
自
來
爲
給
使
者
即
作
都

攝
録
印
左
右
二
手
無
名
指
竝
屈
／
掌
中
背
相

擰
中
頭
相
捻
各
如
開
華
小
指
亦
爾
大
母
指
捻

頭
指
中
節
即
誦
呪
七
百
／
遍
其
世
界
所
一
切

諸
鬼
神
竝
來
雲
集
速
自
頭
身
爲
行
人
給
使
也

／
又
法
若
有
百
鳥
與
人
作
怪
者
即
向
鳥
之
處

誦
呪
一
百
八
遍
其
鳥
自
而
死
也
／
又
有
法
若

欲
令
山
禁
者
（
下
略
）

又
法
令
一
切
鬼
神
自
來
爲
給
使
者
作
／
都
攝

録
印
左
右
二
手
無
名
指
竝
屈
掌
中
背
相
／
中

頭
相※
１

捻
頭
各
如
開
華
小
指
亦
爾
以
大
母
指

捻
頭
／
指
中
節
即※
２

誦
明
七
遍
其
世
界
所
有

一
切
諸
鬼
／
神
竝
來
雲
集
速
自
投
身
爲
行
人

給
使
也
又
法
若
／
有
百
鳥
與
人
作
怪
者
即
向

鳥
作
怪
之
處
誦
明
一
百
／
八
返
其
鳥
自
來
而

死
又
有
法
若
欲
令
山
禁
者
至
山
（
下
略
）

　

※１　

相
、【
興
】
作
「
指
」
字
。

　

※２　

即
、【
興
】
作
「
印
即
」
字
。

　

最
後
に
、Pel.Chin.3047V

0

写
本
に
は
四
つ
の
刻
印
と
四
十
五
に
も
お
よ
ぶ
呪
符
が
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
は
第
一

の
『
霊
要
門
』
あ
る
い
は
第
二
の
『
禁
百
変
』
に
相
当
す
る
経
文
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
特
に
呪
符
は
す

べ
て
第
五
の
「
穢
積
金
剛
神
符
變
病
及
延
年
法
卷
下
」
と
い
う
文
献
の
一
部
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
呪
符
の

取
扱
い
方
は
、
明
版
の
よ
う
に
経
文
の
本
文
内
容
に
吸
収
し
て
し
ま
う
仕
方
と
は
、
基
本
的
態
度
を
異
に
す
る
も
の
と
言
え
る
。
歴
代
の
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大
蔵
経
に
収
め
ら
れ
入
蔵
経
典
と
し
て
の
権
威
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て
き
た
『
霊
要
門
』
と
『
禁
百
変
』
が
東
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
伝
播

し
受
容
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
あ
る
程
度
の
変
容
を
蒙
る
の
は
必
然
的
と
も
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
同
経
典
の
教
え
に
基
づ
く
実
践
か
ら

派
生
し
た
も
の
と
は
言
え
、
作
法
や
そ
れ
に
関
す
る
記
録
が
経
典
本
文
の
構
成
要
素
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
る
の
は
極
め
て
異
例
な

こ
と
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
古
写
経
や
敦
煌
本
の
出
現
に
よ
っ
て
、
我
々
は
明
版
系
統
本
が
蒙
っ
た
こ
の
よ
う
な
変

容
が
生
じ
る
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
を
は
じ
め
て
与
え
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
四
、
結
論

　

歴
代
の
仏
教
経
録
の
記
載
に
よ
れ
ば
、『
霊
要
門
』
と
『
禁
百
変
』
は
北
天
竺
国
三
蔵
沙
門
阿
質
達
霰
が
安
西
で
翻
訳
し
、
開
元
二
十

年（
七
三
二
）に
長
安
に
伝
わ
り
、八
〇
〇
年
頃
に
成
立
し
た『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』に
収
め
ら
れ
入
蔵
経
典
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

両
者
の
う
ち
、『
霊
要
門
』
は
空
海
に
よ
っ
て
最
初
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
『
御
請
來
目
録
』（
八
〇
六
年
成
立
）
の
記
述

か
ら
明
白
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
空
海
の
目
録
は
『
禁
百
変
』
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
霊
要
門
』
と
『
禁

百
変
』
と
の
内
容
上
の
関
連
性
、
あ
る
い
は
一
体
性
か
ら
し
て
も
、『
霊
要
門
』
の
将
来
を
決
定
す
る
一
方
で
、『
禁
百
変
』
を
排
除
す
る

と
い
う
こ
と
が
意
図
的
に
行
な
わ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。唯
一
合
理
的
な
説
明
は
、本
論
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、『
禁
百
変
』は
も
と
も
と『
霊

要
門
』
か
ら
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
一
部
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、『
霊
要
門
』
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
『
禁
百
変
』
を
独
立
し

た
典
籍
と
し
て
将
来
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
方
で
、『
霊
要
門
』
と
『
禁
百
変
』
と
を
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
た
経
典
と
し
て
初
め
て
日
本
に
将
来
し
た
の
は
、
九
世
紀
半
ば
頃
に
入
唐
し
た
円
仁
（
七
九
三
～
八
六
四
）
で
あ
り
、
そ
の
記
録
は

八
四
七
年
に
朝
廷
に
献
上
さ
れ
た
『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』
に
見
え
る
。
そ
の
後
、も
う
一
人
の
入
唐
僧
円
珍
（
八
一
五
～
八
九
一
） 

も
、

八
五
五
年
に
長
安
の
青
竜
寺
で
求
め
え
た
『
霊
要
門
』
と
『
禁
百
変
』
を
再
び
日
本
に
将
来
し
て
い
る
。
空
海
、
円
仁
、
円
珍
が
日
本
に
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将
来
し
た
も
の
は
、
経
題
・
巻
数
・
紙
数
な
ど
を
除
い
て
具
体
的
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が

日
本
に
現
存
す
る
諸
伝
本
の
源
流
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

敦
煌
の
蔵
経
洞
で
の
温
存
と
日
本
へ
の
東
伝
に
よ
っ
て
、
敦
煌
本
と
古
写
経
本
は
後
世
の
中
国
に
お
け
る
変
容
を
免
れ
て
今
の
我
々
に

そ
の
本
来
な
る
姿
を
覗
か
せ
て
く
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
古
拙
な
原
形
と
刊
本
大
蔵
経
本
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
の
漢
文
経
典
が
経
て
き
た
変
容
の
過
程
の
一
角
が
よ
う
や
く
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
歴
史
的
変
遷
の
パ
ズ
ル
に
一
片

を
補
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
喜
び
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
つ
の
反
省
を
促
す
警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
で
も
あ
る
。
我
々
文
献
研
究

者
に
は
研
究
対
象
と
す
る
文
献
を
、
ど
れ
ほ
ど
批
判
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
は
常
に
残
る
も
の
で
あ
る
。
本

論
文
の
主
題
で
あ
る
穢
積
金
剛
類
経
典
に
関
し
て
言
え
ば
、
大
正
蔵
本
の
本
文
や
そ
の
数
々
の
校
注
か
ら
も
、
そ
れ
が
大
き
な
変
容
を
蒙

り
、
そ
の
背
後
に
は
複
雑
な
事
情
が
存
在
す
る
こ
と
は
想
像
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
偽
経
論
を
力
説
し
て
き
た
研
究
者
は
自

身
の
仮
説
あ
る
い
は
論
説
が
立
脚
す
る
基
本
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
に
対
し
て
は
、
何
故
か
強
い
関
心
を
示
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　

本
論
文
の
目
的
は
、
ほ
ぼ
確
立
し
て
い
る
『
禁
百
変
』
の
偽
経
説
を
覆
す
こ
と
で
は
な
く
、
仏
典
も
含
め
て
古
典
文
献
を
扱
う
際
に
、

時
空
の
旅
を
経
て
今
現
在
の
我
々
の
前
に
辿
り
着
い
た
文
献
の
姿
は
決
し
て
「
静
態
」
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
的
・
地
域
的
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
込
め
ら
れ
た
「
動
態
」
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
事
実
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
「
動
態
」
か
ら
発
せ
ら
れ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を
傾
け
る
た
め
に
は
、
眼
前
に
あ
る
文
献
の
姿
が
静
態
の
ま
ま
今
日
に
至
っ
た
の
で
は
な
く
、
眼
前
の
姿
に
な
る
ま

で
に
は
相
当
に
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
屈
折
や
曲
折
を
生
じ
さ
せ
た
時
代
背
景
や
地
域

の
文
化
や
思
想
の
影
響
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
後
世
に
成
立
し
た
一
つ
の
流
通
刊
本
に
よ
っ
て
文
献
の
真
偽
を

決
す
る
の
は
、
一
つ
の
結
論
を
導
く
た
め
に
は
近
道
で
あ
る
と
は
言
え
、
そ
の
結
論
を
性
急
に
求
め
る
あ
ま
り
、
そ
の
文
献
を
現
在
の
姿

に
結
実
さ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
の
多
く
を
看
過
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
で
得
ら
れ
る
知
見
は
極

め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
時
に
は
真
相
と
は
全
く
違
っ
た
結
論
に
導
か
れ
て
し
ま
う
危
険
性
す
ら
あ
る
。
本
論
に
即
し
て
よ
り
具
体
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的
に
い
え
ば
、も
し
『
霊
要
門
』（『
禁
百
変
』
の
内
容
も
含
め
）
の
変
容
の
流
れ
、す
な
わ
ち
「
原
型
」
か
ら
日
本
古
写
経
本
へ
の
流
れ
、

「
原
型
」
か
ら
敦
煌
本
へ
の
流
れ
、
そ
し
て
「
原
型
」
か
ら
宋
版
や
高
麗
蔵
本
や
現
在
の
大
正
蔵
本
へ
と
至
る
流
れ
を
視
野
に
お
さ
め
る

な
ら
ば
、
本
経
典
に
偽
経
視
さ
れ
る
ほ
ど
の
「
変
容
」
を
生
じ
さ
せ
た
歴
史
的
、
社
会
的
そ
し
て
思
想
的
な
諸
条
件
を
も
う
一
度
冷
静
に

見
つ
め
な
お
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
く
に
、
偽

経
説
の
根
拠
に
も
な
っ
た
刻
印
呪
符
の
「
入
蔵
」
を
手
掛
か
り
に
、
そ
の
よ
う
な
展
開
に
力
を
貸
し
た
諸
条
件
と
そ
れ
ら
の
背
後
に
あ
る

何
も
の
か
を
解
読
す
る
こ
と
が
、
本
質
的
に
重
要
な
の
だ
、
と
考
え
る
。

　

筆
者
に
と
っ
て
は
、
中
国
に
お
い
て
は
刻
印
呪
符
の
増
補
を
終
着
点
に
『
霊
要
門
』
の
改
訂
が
歴
代
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
い

う
事
実
の
背
後
に
は
、
烏
枢
沙
摩
明
王
信
仰
の
流
行
と
い
う
現
象
が
あ
り
、
そ
の
信
仰
実
践
と
儀
軌
の
成
立
過
程
に
お
い
て
は
や
は
り
道

教
的
要
素
の
影
響
が
確
実
に
存
在
し
た
に
違
い
な
い
、
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
影
響
力
の
痕
跡
は
、
一
連
の
烏
枢
沙
摩
明
王
関
連
文
献
が

書
写
さ
れ
たPel.Chin.3047V

0

に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
文
献
の
形
態
は
、
烏
枢
沙
摩
明
王
あ
る
い
は
穢
積
金
剛
類
経

典
が
中
国
で
は
広
範
な
宗
教
実
践
と
密
接
に
結
び
つ
き
な
が
ら
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し

そ
う
だ
す
れ
ば
、
同
経
典
が
最
終
的
に
明
版
の
形
態
に
至
っ
た
の
は
、
突
発
的
な
変
異
と
い
う
よ
り
、
穢
積
金
剛
経
典
の
正
統
経
文
と
宗

教
実
践
と
の
結
合
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
一
つ
の
必
然
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
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［
付
表
］

域地

経　

録　

名

『
霊
要
門
』
に
関
す
る
記
載

『
禁
百
変
』
に
関
す
る
記
載

両
方
の
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
記
載

国中

圓
照
『
大
唐
貞
元
續
開
元

釋
敎
目
録
』（T55, no. 

2156

）
卷
三

穢
跡
金
剛
説
神
通
大
滿
陀
羅
尼
法
術
靈
要
門

一
卷　

五
紙
（766b24-25

）

穢
跡
金
剛
法
禁
百
變
法
一
卷　

三
紙

（766b26

）

右
件
三
部
共
四
卷
、
竝
北
天
竺
國
三
蔵
沙
門
阿
質
達
霰

（
唐
言
無
能
勝
將
）
翻
譯
（766b27-28

）

800

年

圓
照『
貞
元
新
定
釋
敎
目
録
』

（T5
5

, no. 2
1

5
7

）

卷

二
十
九

穢
跡
金
剛
説
神
通
大
滿
陀
羅
尼
法
術
靈
要
門

一
卷
（
北
天
竺
國
三
蔵
沙
門
無
能
勝
譯
貞
元

新
入
目
録
）
五
紙　
（1034a15-16

）

穢
跡
金
剛
法
禁
百
變
法
一
卷
（
北
天

竺
國
三
蔵
沙
門
無
能
勝
譯
貞
元
新
入

目
録
）　

三
紙
（1034a17-18

）

右
三
部
四
卷
其
本
見
在
。
北
天
竺
國
三
蔵
沙
門
阿
質
達

霰（
唐
言
無
能
勝
將
）於
安
西
譯
、開
元
二
十
年（732

）、

因
法
月
三
蔵
貢
獻
入
朝
、
附
上
件
經
至
于
京
邑
、
不
及

得
入
開
元
目
録
。准
勅
、編
入
貞
元
新
定
釋
敎
目
録
。（
卷

14

、878b5-9

）

恆
安
『
續
貞
元
釋
敎
録
』

（T55, no. 2158

）
卷
一

穢
跡
金
剛
説
神
通
大
滿
陀
羅
尼
法
術
靈
要
門

一
卷　

五
紙
（1049b18-19

）

穢
跡
金
剛
法
禁
百
變
法
一
卷　

三
紙

（1049b20

）

右
三
部
五
卷
、其
本
見
在
。
北
天
竺
三
蔵
阿
質
達
霰（
唐

言
無
能
勝
將
）
於
安
西
譯
、
開
元
二
十
年
、
因
法
月
三

蔵
貢
獻
入
朝
、
附
上
件
經
到
于
京
邑
、
不
及
得
入
開
元

録
。
准
勅
、
編
入
貞
元
目
録
。（1049b21-24

）

本日

806

年
空
海『
御
請
來
目
録
』

（T55, no. 2161

）

穢
迹
金
剛
説
神
通
大
滿
陀
羅
尼
法
術
靈
要
門

一
卷　
（
五
紙
）
右
二
部
三
卷
無
能
勝
三
蔵

譯
（1063a8-10

）

847

年
圓
仁
『
入
唐
新
求

聖
敎
目
録
』（T55, no. 

2167

）

穢
跡
金
剛
説
神
通
大
滿
陀
羅
尼
法
術
靈
要
門

一
卷
（
沙
門
阿
質
達
霰
譯
）（1080c4-5

）
穢
跡
金
剛
法
禁
百
變
法
經
（
沙
門
阿

質
達
霰
譯
）（1080c6

）

855

年
圓
珍
『
靑
龍
寺
求
法

目
録
』（T55, no. 2171

）
穢
跡
金
剛
説
神
通
法
一
卷 （1095c27
）

穢
跡
金
剛
法
禁
百
變
一
卷

（1095c26

）

竝
阿
質
達
散
譯
（1095c27

）

圓
珍
『
日
本
比
丘
圓
珍
入

唐
求
法
目
録
』（T55, no. 

2172

）

穢
跡
金
剛
説
神
通
法
一
卷
（1097b22

）

穢
跡
金
剛
法
禁
百
變
一
卷

（1097b21

）

已
上
竝
載
貞
元
釋
敎
録
（1098b20

）

圓
珍『
智
證
大
師
請
來
目
録
』

（T55, no. 2173

）

穢
跡
金
剛
説
神
通
法
一
本
（1103a13

）

穢
跡
金
剛
法
禁
百
變
一
本
（
無
能
勝
） 

（1103a12
）

上
二
本
合
卷
無
能
勝
（1103a13

）

902

年
安
然
『
諸
阿
闍
梨

眞
言
密
敎
部
類
總
録
』（T55, 

no. 2176

）
卷2

穢
迹
金
剛
説
神
通
大
滿
陀
羅
尼
法
術
靈
要
門

一
卷
（
無
能
勝
譯
。
貞
元
新
入
目
録
。
海
・

仁
云
阿
質
達
霰
。
珍
云
穢
迹
金
剛
説
神
通
法

一
卷
、
無
能
勝
譯
圓
覺
）。（1127a18-19

）
穢
迹
金
剛
法
禁
百
變
法
一
卷
（
無

能
勝
譯
。
貞
元
新
入
目
録
。
仁
加

經
字
、
珍
除
下
法
字
、
亦
無
經
字
、

亦
云
無
能
勝
亦
云
阿
質
達
霰
譯
。

（1127a16-17

）
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【
注
記
】

（
１
）
木
村
清
孝
［
二
〇
〇
一
］『
東
ア
ジ
ア
仏
教
思
想
の
基
礎
構
造
』（
東
京
：
春
秋
社
）
は
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
定
義
は
よ
り
正
確
に
は
「
漢
訳
仏
典
を
主

な
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
、
東
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
的
思
惟
と
交
渉
・
融
合
し
つ
つ
形
成
さ
れ
て
き
た
仏
教
で
、
い
わ
ゆ
る
中
国
仏
教
・

朝
鮮
仏
教
・
日
本
仏
教
な
ど
を
包
括
す
る
も
の
」（
四
頁
）
と
す
べ
き
だ
と
い
う
。

（
２
）
木
村
［
二
〇
〇
一
］、
五
頁
。

（
３
）
原
文
は
「
旧
訳
名
不
浄
金
剛
、
或
名
穢
跡
金
剛
、
並
拙
訳
不
正
、
有
同
毀
罵
聖
者
、
其
実
義
不
然
。
或
名
火
頭
金
剛
、
亦
非
正
訳
。
梵
云
烏
蒭
澀
摩
、

義
訳
云
焚
焼
穢
悪
。
此
聖
者
以
深
浄
大
悲
不
避
穢
触
、
救
護
衆
生
以
大
威
光
、
猶
如
猛
火
焼
除
煩
悩
妄
見
分
別
垢
浄
生
滅
之
心
、
故
名
除
穢
。
又
梵

名
摩
賀
麼
羅
、
唐
云
大
力
。
以
大
慈
力
、
猶
如
熾
火
焼
除
穢
悪
生
死
業
、
故
名
大
力
也
」（『
大
正
蔵
』
巻
五
四
、五
四
五
頁
下
段
二
二
～
二
四
行
）
と

あ
る
。

（
４
）『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』巻
一
四
に
、「
右
三
部
四
巻
其
本
見
在
。
北
天
竺
国
三
蔵
沙
門
阿
質
達
霰（
唐
言
無
能
勝
将
）於
安
西
訳
、開
元
二
十
年（
七
三
二
）、

因
法
月
三
蔵
貢
献
入
朝
、
附
上
件
経
至
于
京
邑
、
不
及
得
入
開
元
目
録
。
准
勅
、
編
入
貞
元
新
定
釈
教
目
録
」（『
大
正
蔵
』
巻
五
五
、八
七
八
頁
中
段

五
～
九
行
）
と
あ
る
。

（
５
）
本
論
文
二
三
七
頁
に
載
せ
て
い
る
［
付
表
］
を
参
照
。

（
６
）
阿
質
達
霰
訳
の
三
種
経
典
の
う
ち
、『
霊
要
門
』
と
『
禁
百
変
』
の
テ
キ
ス
ト
を
収
め
た
刊
本
大
蔵
経
と
し
て
、「
崇
寧
、
毘
盧
（
回
）、
円
覚
、
資
福
、

磧
砂
（
五
三
一
冊
）、
普
寧
、
洪
武
南
（
欠
失
）（
伊
）、
趙
城
（
録
）、
麗
蔵
（
磻
）、
永
楽
南
（
馨
）、
永
楽
北
、
嘉
興
（
七
六
函
）、
清
蔵
（
清
）、
頻
伽
、

弘
教
（
旬
一
三
）、
大
正
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
童
韋
［
一
九
九
七
］『
二
十
二
種
大
蔵
経
通
検
』、
北
京
：
中
華
書
局
、
三
三
〇
頁
）。

（
７
）
こ
こ
で
い
う
高
麗
蔵
は
、
北
宋
開
宝
蔵
の
覆
刻
版
で
あ
る
高
麗
初
彫
大
蔵
経
（
一
〇
一
一
～
一
〇
八
二
年
完
成
）
で
は
な
く
、
高
麗
再
彫
大
蔵
経
の
こ

と
で
あ
る
。
高
麗
再
彫
大
蔵
経
は
、
主
と
し
て
高
麗
初
彫
大
蔵
経
を
契
丹
蔵
（
九
九
〇
～
一
〇
一
〇
年
完
成
）
な
ど
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
刊
本
大
蔵

経
で
あ
る
。
こ
の
大
蔵
経
所
収
の
『
霊
要
門
』
と
『
禁
百
変
』
の
テ
キ
ス
ト
（『
影
印
高
麗
大
蔵
経
』
第
三
十
六
册
）
の
最
後
に
「
丙
午
歳
高
麗
國
大
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藏
都
監
奉
勅
彫
造
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
紀
元
一
二
四
六
年
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。

（
８
）
大
正
蔵
本
『
禁
百
変
』
の
校
注
に
「
麗
本
印
図
總
無
之
今
依
明
本
載
之
」（『
大
正
蔵
』
巻
二
一
、一
六
〇
頁
、
校
注
一
）
と
あ
る
。

（
9
）
増
上
寺
蔵
宋
版
の
ほ
か
、
宋
版
と
し
て
、
福
州
開
元
寺
大
蔵
経
（
毘
盧
蔵
と
も
い
い
、
紀
元
一
一
一
二
か
ら
一
一
五
一
年
ま
で
雕
造
さ
れ
た
宋
版
大
蔵

経
）
本
『
禁
百
変
』
は
、
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（『
図
書
寮
漢
籍
善
本
書
目
附
録
』
に
よ
る
）。

（
10
）
永
楽
北
蔵
整
理
委
員
会
（
編
）『
永
楽
北
蔵
』（
第
七
十
冊
）、
北
京
：
線
装
書
局
。

（
11
）  『
大
日
本
仏
教
全
書
』
巻
一
四
九
所
収
。

（
12
） 『
抱
朴
子
』
は
、
中
国
東
晋
代
の
葛
洪
（
二
八
四
～
三
六
三
）
が
紀
元
三
一
七
年
に
著
し
た
不
老
長
寿
の
仙
術
を
解
説
す
る
書
で
あ
り
、
著
作
は
全
体

的
に
は
内
篇
二
十
巻
と
外
篇
五
十
巻
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
13
）『
続
真
言
宗
全
書
』
巻
一
、一
七
八
頁
。

（
14
）
三
崎
良
周
［
一
九
九
二
］「
中
国
・
日
本
の
密
教
に
お
け
る
道
教
的
要
素
」、『
密
教
と
神
祇
思
想
』（
東
京
：
創
文
社
）、
一
三
〇
～
一
六
九
頁
。

（
15
）
長
部
和
雄
［
一
九
八
二
］「
竜
樹
五
明
論
小
考
」、『
唐
宋
密
教
史
論
考
』（
東
京
：
永
田
文
昌
堂
）、
二
三
四
～
二
四
七
頁
。

（
16
）
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
編
［
二
〇
〇
六
］『
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
』、
一
二
六
頁
。

（
17
）
大
阪
府
河
内
長
野
市
に
位
置
す
る
天
野
山
金
剛
寺
は
、
真
言
宗
御
室
派
の
大
本
山
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
数
万
点
に
及
ぶ
金
剛
寺
聖
教
の
ほ
か
、
約
四
千

巻
に
の
ぼ
る
一
切
経
が
現
存
し
て
い
る
（
落
合
俊
典
［
二
〇
〇
六
］「
玄
応
撰
『
一
切
経
音
義
』
の
敦
煌
写
本
と
日
本
写
本
」、
二
〇
〇
六
年
九
月
七

日
か
ら
一
〇
日
ま
で
、
中
国
南
京
師
範
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（「
転
換
期
の
敦
煌
学
―
継
承
と
発
展
―
」）
に
お
け
る
発
表

原
稿
。）。
梶
浦
晋
［
二
〇
〇
四
］（「
金
剛
寺
一
切
経
調
査
の
経
緯
」、
落
合
俊
典
（
編
）『
金
剛
寺
一
切
経
の
基
礎
的
研
究
と
新
出
仏
典
の
研
究
』（
平

成
十
二
～
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
１
））
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
四
年
）、
九
～
一
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
現
存
す

る
江
戸
時
代
以
前
に
書
写
さ
れ
た
十
六
種
の
一
切
経
の
中
で
、
金
剛
寺
一
切
経
は
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
後
期
に
か
け
て
断
続
的
に
書
写
さ
れ

た
も
の
を
主
体
と
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
全
貌
と
特
色
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
三
好
鹿
雄
［
一
九
三
六
］（「
金
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剛
寺
一
切
経
の
全
貌
」、『
宗
教
研
究
』
一
三
～
六
）、
梶
浦
晋
［
二
〇
〇
一
］（「
金
剛
寺
一
切
経
と
新
出
安
世
高
訳
仏
典
」、『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』

七
三
）、
落
合
俊
典
［
二
〇
〇
四
］（『
金
剛
寺
一
切
経
の
基
礎
的
研
究
と
新
出
仏
典
の
研
究
』）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）
興
聖
寺
は
京
都
市
上
京
区
堀
川
通
寺
之
内
上
ル
に
所
在
す
る
臨
済
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
こ
の
一
切
経
は
、
総
点
数
は
五
千
二
百
六
十
一
貼
あ
り
、
そ
の

中
心
を
占
め
る
の
は
「
平
安
時
代
の
末
に
、
丹
波
国
桑
田
郡
小
川
郷
に
あ
っ
た
西
楽
寺
で
書
写
さ
れ
た
一
切
経
で
、
そ
の
後
、
南
山
城
の
海
住
寺
を

へ
て
、慶
長
年
間
に
興
聖
寺
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
」と
言
わ
れ
て
い
る（
大
山
喬
平［
一
九
九
八
］「
西
楽
寺
一
切
経
書
写
の
在
地
環
境
に
つ
い
て
」、

京
都
府
教
育
委
員
会
編
［
一
九
九
八
］『
興
聖
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』、
四
一
七
頁
）。

（
19
）
稲
園
山
七
寺
は
現
在
名
古
屋
市
中
区
大
須
に
あ
る
が
、
一
切
経
勧
進
の
時
に
は
、
中
島
郡
七
ツ
寺
村
（
現
稲
沢
市
）
に
あ
っ
た
。
七
寺
一
切
経
に
つ
い

て
は
、
七
寺
一
切
経
保
存
会
編
［
一
九
六
八
］『
尾
張
史
料
七
寺
一
切
経
目
録
』、
赤
尾
栄
慶
氏
「
古
写
経
史
か
ら
見
た
七
寺
一
切
経
―
書
誌
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
を
中
心
に
―
」（
落
合
俊
典
編
［
二
〇
〇
〇
］『
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
』
五
、
大
東
出
版
社
）
な
ど
を
参
照
。
七
寺
一
切
経
は
、
大
中

臣
安
長
が
娘
の
冥
福
と
国
土
の
安
穏
の
た
め
に
発
願
し
た
も
の
で
、
当
時
の
住
持
栄
芸
と
そ
の
弟
子
の
大
法
師
栄
俊
が
勧
進
僧
と
な
っ
た
。
承
安
五

年
（
一
一
七
五
）
か
ら
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
の
間
に
五
千
余
巻
の
一
切
経
書
写
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

（
20
）
こ
の
写
本
の
法
量
の
計
測
は
筆
者
が
直
接
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
21
） 『
興
聖
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』（
一
三
二
頁
）
に
よ
る
と
、
こ
の
写
本
は
、
現
在
興
聖
寺
一
切
経
の
第
二
〇
八
箱
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
通
番
は

二
二
〇
九
番
、
千
字
文
「
聖
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
載
し
た
書
誌
情
報
は
上
掲
報
告
書
掲
載
の
一
切
経
目
録
（
一
三
二
頁
）
に
よ
る
ほ
か
、
筆
者
が

写
真
に
基
づ
い
て
追
加
し
た
も
の
も
あ
る
。
両
者
の
見
分
け
が
つ
く
た
め
、
筆
者
追
加
の
書
誌
情
報
に
は
※
を
付
し
た
。

（
22
）『
仏
説
陀
羅
尼
集
経
』
巻
九
「
金
剛
烏
枢
沙
摩
法
印
咒
品
」
に
、「
烏
枢
沙
摩
身
印
呪
第
二
。
以
右
手
無
名
指
小
指
、
従
左
手
無
名
指
背
後
入
中
指
無
名

指
岐
間
。
以
右
大
指
押
右
無
名
小
指
甲
上
、
握
左
無
名
指
小
指
。
次
屈
左
無
名
小
指
、
復
以
左
大
指
押
左
無
名
小
指
甲
上
、
作
環
相
鉤
。
各
竪
両
頭

指
及
中
指
、
頭
相
拄
頭
指
来
去
呪
曰
：
唵
一
跛
折
囉
二
俱
嚕
馱
三
摩
訶
婆
去
音
囉
四
訶
那
馱
去
音
訶
五
跛
者
毘
枳
囉
六
毘
馱
崩
二
合
寫
七
闍
置
囉
八
藍
蒲
陀
囉
九
烏
樞

沙
摩
二
合
十
俱
嚕
馱
十
一
嗚
合牛
扌巿
扌巿
十
二
莎
訶
十
三
」（『
大
正
蔵
』
巻
一
八
、八
六
〇
頁
下
段
一
八
～
二
六
行
）
と
見
え
る
。
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（
23
）『
仏
説
陀
羅
尼
集
経
』
巻
九
「
金
剛
烏
枢
沙
摩
法
印
咒
品
」
に
、「
烏
枢
沙
摩
羂
索
法
印
呪
第
九
。
準
前
身
印
、
惟
改
頭
指
、
苾
在
中
指
後
、
頭
相
拄
呪

曰
：
唵
一
阿
儞
尼
二
摩
儞
尼
三
訖
儞
尼
二
合
噓
拏
二
合
杜
範
補
甘
反
四
莎
訶
五
」（『
大
正
蔵
』
巻
一
八
、八
六
二
頁
中
段
九
～
一
三
行
）
と
あ
る
。

（
24
）『
仏
説
陀
羅
尼
集
経
』
巻
九
「
金
剛
烏
枢
沙
摩
法
印
咒
品
」
に
、「
烏
枢
沙
摩
解
穢
法
印
第
十
七
。
以
二
小
指
相
鉤
掌
中
。
二
無
名
中
指
食
指
直
竪
相
博
。

二
大
母
指
安
在
掌
中
二
小
指
上
。合
腕
呪
曰
：
修
利
摩
利
一
摩
摩
利
摩
利
二
修
修
利
三
莎
訶
四
」（『
大
正
蔵
』巻
一
八
、八
六
三
頁
中
段
三
～
七
行
）と
見
え
る
。

（
25
）
法
国
国
家
図
書
館
（
編
）［
二
〇
〇
二
］『
法
蔵
敦
煌
西
域
文
献
』（
第
二
一
冊
）、
上
海
古
籍
出
版
社
。

（
本
稿
は
、平
成
二
十
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金「
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
：
課
題
番
号22820074

」の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。）


